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～図書館サポーター推薦図書～ 

『名所・旧跡の解剖図鑑：見かたを知れば旅はもっと楽しくなる』 

スタジオワーク 著（521 || Su83） 

「先人の思いを理解したうえで名所を訪れれば、旅は１００倍楽しむことができます。」 

SNS映えする写真だけじゃ物足りない！ただ観光地を巡るだけでなく、その場所の歴史や文化を深く知りた

い！そんなあなたに贈る一冊です。この本は、一度は訪れたい社寺、名城、茶室、そして伝統的な美しい街並

みから、知る人ぞ知る産業遺産、土木遺産、パワースポットまで日本全国にある、世界遺産・国宝を含む 75の

名所・旧跡を、イラストと詳しい解説で紹介しています。細部まで描かれたイラストは必要なところを抜き出

すことでより分かりやすくなっています。今まで行ったことのある場所にも、もう一度行きたくなるでしょ

う。見ているだけでも楽しいこの本を読んで、春休みは周りと差がつく、特別な旅に出かけませんか？ 

                                          （Ｓ・Ｈ） 

『辞書には載らなかった不採用語辞典』 

飯間 浩明 著 (814 || I27) 

大学生になってからはお世話になる機会が 

減った国語辞典ですが、高校生までは知らない言葉

は辞書で調べる、と教わったと思います。しかし、辞

書に載ってない言葉ってありませんでしたか？ 

この本では、辞書(三省堂国語辞典)に載らなかった

言葉を紹介しています。なぜその言葉が辞書に載せ

られなかったかが用例とともに紹介されています。

大学生だと黒染め、買い弁なんて言葉よく使うし、耳

にします。わざわざ辞書を引いて説明しないし…と

思って引いたことはなかったのですが、実は辞書に

載っていない言葉だそうです。時の流れのなかで一

般化したり、消えていったりするため辞書に載る言

葉も変化していきます。もしかしたらこの本が書か

れたよりも後の辞書からは追加されてるかも。そん

な視点もお楽しみください。 

（Ｈ・Ｔ） 

 

『今日の空が一番好き、 

とまだ言えない僕は』 

福徳 秀介 著（913.6 || F84） 

この本は、日傘で自分を守り、身を潜めるような 

キャンパスライフを送る主人公（小西徹）と、その主

人公を取り巻く、魅力あふれる登場人物と共に進んで

いく物語です。私は、空を眺めることが好きですが、

「今日の空が一番好き」と思ったことがありません。

だからこそ、この本のタイトルに惹かれ、手に取りま

した。ピュアで繊細な主人公の恋の行方に目が離せな

いだけではなく、主人公の祖母や桜田さんの父の言葉

一つ一つに考えさせられるものがあり、「生きる」こ

との大切さを教えてくれる１冊です。また、“晴れの

日も雨の日も楽しい”“今日の空が一番好き”と思う

日々を過ごせるよう、毎日を大切にしたくなる１冊で

もあります。物語に出てくる『初恋クレイジー』も素

敵な曲なので、ぜひ聴いてみてください。  

（Ａ・Ｔ）  

新年、あけましておめでとうございます。今年もたくさん本を読み、良い一年にしましょう！ 

今月も、図書館サポーターズおススメの本を紹介します！ 

 


